
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2025 年 4 月 7 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社データ・テック 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役社長 

氏名 森島 敬一朗 

ホームページ URL（任意） https://www.datatec.co.jp 

事業者ロゴ（任意） 
 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

SDGs の国際目標で、2030 年に向けて気候変動や格差などの幅広い課題の解決が求めら

れており、弊社としては現在 17 の項目のうち 7 及び 13 の項目のターゲット基準を中心

に推進しておりますが、国内で培われた SDGs に寄与する技術を、今後海外途上国でも活

用すべく、全地球規模での推進が効果的であるとの考えで、項目 10 の格差是正も進めて

いきたい。又、高齢化社会の課題解決として、高齢者の電動三輪車等のライトモビリティ

用車載システムを開発・提供し、いつまでも安全・安心の移動を可能とする支援を行う。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

  ●    

      

〇● ●  〇● ●  

     

 

〇●      



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 
【メイン】 

 9 

【サブ】 

 8 

〈安全な交通社会に貢献〉 

・運転診断機能付き車載器の開発・販売（約 1,200 社・

12 万台）により、物流業界の交通事故の削減に寄与。

（3 ヶ月で事故 40％減の事例もあり）安全運転診断 

のコア技術を大手企業のドライブレコーダにも提供

し、乗用車でも活用。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

②  

経済 ✓ 
【メイン】 

 13 

【サブ】 

 8，10 

〈燃費向上及び途上国技術支援〉 

・SR〈セイフティレコーダ―〉車載器を活用したエコ

ドライブ機能を活用し、燃費向上（CO2 削減）に寄

与。(平均約 8％の燃費改善事例あり)、途上国向け低

炭素技術イノベーション創出事業(環境省)にも参画

し、発展途上国の低炭素化にも寄与。 

社会 ☐ 

環境 ✓ 

③  

経済 ✓ 【メイン】 

 11 

【サブ】 

 3，8 

〈高齢化社会課題の解決〉 

・総務省のデジタルディバイド解消に向けた取組に参 

画し、高齢者がいつでも移動能力を維持可能とする 

LPWA（省電力広域通信システム）を用いた運転支

援システムの実証試験を実施。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

運転診断機能付き車載器を 

新たに 2 千台販売。診断の 

技術を世間へ更に普及 

した。 

  

②  

14 千台の車載器が稼働し 

各運送事業者でエコな 

運転を実践。主要顧客で 

10%の燃費効果を確認。 

  

③  

インドネシアにおける 

運転診断事業の展開を 

準備し、来年の開始の 

目途が立った。 

  

 


